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【Abstract】 

従来の殺虫剤に対する害虫の耐性化が進み、食品の品質や安全性への要求が高まる中、

高効率で新しい作用機序を持ち、非標的生物や環境に対して安全な新しい殺虫剤の開発

が急務となっている。メソイオン系殺虫剤は、ユニークな構造、強力な殺虫活性、新規の

作用機序、非標的生物への低毒性、環境への配慮などから、世界各国の研究開発において

注目されている。近年、ピリドピリミジンメソイオン化合物の殺虫活性の最適化について

多くの研究が行われている。 

そこで筆者らは、ピリドピリミジンメソイオン環に着目し、新たな誘導体の合成を試み

たが、その過程で 3 位にヨウ素を付加したところ、予想外に新規の骨格形成反応でイミ

ダゾピリジンメソイオン化合物が得られた。筆者らは発見した新しい合成法を用いて、エ

ステル基を有する一連のイミダゾピリジンメソイオン化合物 43 種を設計・合成した。イ

ミダゾピリジンメソイオン環の 1 位、3 位のエステル、4 位、5 位、6 位、7 位に様々な

置換基を導入した。合成した化合物の殺虫活性評価の結果、多くの化合物はマメアブラム

シ Aphis craccivora に対して有意な殺虫活性を示し、一部はウンカ Sogatella furcifera 

に対して中程度の殺虫活性を示した。中でも、いくつかの化合物は、A. craccivora に対

してLC50 = 4.5 μg/mL以下と強力な殺虫活性を示し、既存の殺虫剤であるpymetrozine

（LC50 = 6.19 μg/mL）や triflumezopyrim（LC50 = 4.68 μg/mL) よりも強活性であ

った。また、イミダゾピリジンメソイオン骨格の 1 位に (2-chlorothiazol-5-yl)methyl、

3 位のエステルに 4-fluorophenyl を有する化合物 C9 の A. craccivora に対する LC50

値は、triflumezopyrim の 5.9 倍の 0.8 μg/mL であった。さらに、プロテオミクスおよ

び分子ドッキングの結果から、化合物 C9は triflumezopyrim と同様に A. craccivora の

神経系に影響を与え，ニコチン性アセチルコリン受容体に作用する可能性が示唆された。 

エステル基を有する新規イミダゾピリジンメソイオン化合物の新たな合成法は、反応

条件が温和で、腐食が少なく、基質範囲が広いという利点を有していた。また、合成した

イミダゾピリジンメソイオン化合物の多くが A. craccivora に対する強力な殺虫活性を

示したことから、イミダゾピリジンメソイオン化合物は、新規メソイオン性殺虫剤として

の開発が期待できる。 

 


